
未来の街作り 電動モビリティで二次交通と地域創生

③事業実施に対し必要な要件

様式2

④想定スケジュール

自治体でのテストフィールドの提供 試乗会やモニターツアーの開催

新たな試みの告知PRのご協力 参加者を募るチラシやポスターの掲出

□住む

□動く

□癒す □学ぶ

□楽しむ □その他

①提案によって解決する自治体の課題のイメージ
○浜通りの交通課題として、お住いの免許返納者が買い物に行く手段が少ないことや、来訪者についても、鉄道の本数が少ないため

駅から駅への移動が容易ではなく、降車後の移動手段（バスやタクシー等）も限定的で周遊するのに不便な状況があります。
○これらの課題を電動モビリティで解決する実証試験を考えております。初年度は運転レクチャーや試乗会を行い、どの様な乗り
物かの理解を深めて頂き、最終的には駅や道の駅等のコミュニティー施設で車体のレンタルやシェアリングを想定しています。

○当社は２輪から４輪まで様々なメーカーを包括的にワンストップでご提供できる点が強みであり、交通弱者向けの４輪（ユニ
バーサル・デザイン）まで対応します。

会社名：株式会社 マスヒロ

□ あり □ なし https://masuhiro555.com/⑤地元企業等とのマッチング希望

https://youtu.be/ggjgiXHeyJM?si=1D_imp4r1ZivriS3コンセプトPV

R7年：当社が車体をレンタル提供。地域の異なる課題やニーズの深掘り
住む人の試乗やアンケート。来町者を想定した移動テストも実施。

R8年：実証〜実装。街作りに有効なモビリティの実証実験を第一優先。
観光コンテンツ造成の要望があれば、国内外の送客ツーリズムまで発展

②提案の概要
○電動モビリティー 誰もが楽しめる社会に役立つ未来の創造

・実証事業：交通課題の解決 / 電動モビリティを活用して移動手段の有効性を検証。

試乗会やモニターツアーの実施。様々なメーカーの異なるモビリティを活用し、地域の課題に応じた有効性を検証。 

２輪：電動キックボードや電動サイクル

３輪・４輪：電動モビリティ 歩道用のシニアカーや車道走行用（速度上限20KMの免許不要車）

・新規性：モビリティツアー支援システム（特許庁の実用新案取得）も活用

安全性と人に寄り添うおもてなしを提供します。

①引率ガイド付②インカム無線付ヘルメット（全員の意思疎通）③乗車シーン動画撮影（ドラレコ）

・将来は国内外から浜通りへの誘客を、福島県が掲げるホープツーリスム゙造成で盛り上げたい。

浜通り復興リビングラボ 実証事業提案書




